
新書の早読みが読書意識へ与える影響

岡 田 圭 二

要 約

新書版の書籍 を30分 の時間内に100ペ ージ程度読み,そ の内容を報告書

にまとめ,発 表するという訓練をこれまで行ってきた。その訓練の内容を報

告すると共に,訓 練を受けた学生に行った読書に関するアンケー トの結果を

報告する。そして最後に,今 後の検討点等を述ぺた。

1序

これまで,短 大部の授業において,新 書の早読み という活動(以 下,早 読

み演習 とする)を 行って きた。 これは,10年 ほど前にあるコラム(本 論文

執筆時に調査したけれども,掲 載誌や著者名が不明となった)に 紹介された

ゼ ミ活動を模 した訓練である。その紹介されていたゼ ミ活動とは,教 員が用

意 した何十冊かの新書の山の中か ら,学 生が適当に1冊 を取 り,1時 間程度

(原文が不明のため,正 確な時間は不明)の 時間内で,そ の1冊 の新書を読

み上げ,報 告するというものであった。新書を1時 間程度で読み上げるのは,

学生にとって大変だが,訓 練の効果が高い印象を受 けたとい う紹介が して

あった。

このコラムを読み,そ の後,文 献購読の演習,卒 論ゼミ,1年 生向けの導

入ゼ ミ(勤 務先の学部では基礎演習,発 想議論演習)な どにおいて,こ の新
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書の早読み演習を学習の一環 として取 り入れ,7,8年 が経つ。多 くの学生

の変化の観察,ま た学生か らの授業に関する感想において,学 生の能力の改

善や良い方向への変化を感 じてきた。また早読み演習の運用か らいくつか気

づいたこともある。

本論文では,第1に 早読み演習の実際について紹介 し,第2に 学生への早読

み演習に関する意識調査の結果を報告し,最後に今後の検討点 と総括を行 う。

2早 読み演習の実際

私の行った早読み演習の流れは,6つ の段階に分けることができる(表1参

照)。 まず学生が図書館にて新書を借 りてきて,そ の新書 を学生全員か ら教

員が集め,無 作為に学生に配布する。学生は,自 分以外の学生が借 りてきた

新書 を受け取 り,30分 の制限時間内に,指 定されたページ数を読み,そ の

内容のまとめと感想を書いたA4一 枚の報告書を作成する。制限時間の経過

後,学 生は報告書を隣の学生,例 えば右隣の学生に渡 し,別 の学生の報告書

表1早 続み演習の進展

段 階 内 容 期待される教育効果

第1段 階 学生が図書館にて新書を借りてくる。
・図 書館 に慣 れ る。

・新書 の 並びを見 て,興 味 を拡 大 させ る。

第2段 階

学生が借りてきた新書を集め,そ の

後,学 生にそれらの新書 を無作為に

配 る。

・興 味,関 心を拡 大す る。
・同学 年 の女子学 生の関 心 を知 る。

第3段 階

学生が無作為に割 り当てられた新書

を30分 間 に渡 り読み,同 時に報告

書を書 く

・速 く読 む技術 を獲得 す る。
・集 中 して読む こ とに慣 れ る。
・報 告書 の作成 に慣れ る。

第4段 階

書かれた報告書を学生の間で回覧す

る。その後,数 名の学生に内容 と感

想を口頭にて発表させ る。

・上手い報告と下手な報告を知る。

・口頭発表の技術を習得する。
・自分の選んだ新書への評価を得る。

第5段 階
新書を集めて,借 りてきた学生に返

す。

・どんな新書にどんな学生が興味を持って

いるのか知る。

第6段 階
次 週 のた めに,再 度,図 書 館 にて新

書 を借 りに い く。

・自分が 借 りて きた新 書 を読 む。
・図書館 に慣れ る。
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の内容やレイアウ ト等に注意するように教示ぎれる。他の学生の報告書を何

枚か閲覧 したのち,3,4人 の学生が口頭にて,新 書の内容の報告,感 想 を

発表する。その発表が終わったら,新 書を回収 し,新 書のタイ トルを読み上

げながら,回 収 した新書を元の借 り主である学生に返 した。

以下に,こ の各段階の手続きと内容,そ して教育効果,気 づき,注 意すべ

きことについて報告する。

・第1段 階:図 書館での新書の借 り出 し

初回の授業にて,図 書館の新書が並べてあるコーナーへ連れて行き,新 書

についての説明をする。現勤務先の短大生の場合,1年 生に入ってきた段階

において,文 庫本については分かるけれども,新 書 といわれた場合にどのよ

うな本を指すのか分からない,知 っている気がするけれども自信がないとい

う学生が多い。 このとき,新 書のテーマに硬軟が取 り混ざっていることを具

体的に示 してや ると興味関心を引いているようである。恋愛,料 理,旅 行な

どの内容があることや同時に政治,経 済,社 会問題 といった内容の新書があ

ることなども示 した。そしてどんなテーマのものを借 りてきても大丈夫だ と

教示する。ただし,写 真がほとんどの内容を占めるような新書はまとめにく

いため,遠 慮 して欲 しいと伝える。 また文庫 と新書が違 うことを具体的に示

さないと,文 庫を借 りて くることもよく起 こる。

●第2段 階:新 書の配布

学生か ら新書を教卓に集める。順番を入れ替えるために,大 雑把に積み直

して,そ の後,新 書を学生に配る。 どの新書が配 られるかは無作為に決定 さ

れている。 この段階で,個 々の学生自身が借 りてきた新書が配 られた場合,

隣の学生 と交換 しなさいと指示する。

多 くの学生が,今 日は難 しそうだ とか,お もしろそうだとか という感想を

隣の学生と言い合っている。
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・第3段 階:早 読み,報 告書の作成

30分 という制限時間内で新書の早読み とその内容 と感想に関する報告書

の作成を行わせる。初回から数回にわたって,早 読みの方法と報告書の作成

についての諸注意を指示する。

早読みに関 しては,以 下のような指示をしてきた。 まず第1に,早 く読む

ためにはどのような点に注意 して読むべきかを各自が意識的に考え,工 夫す

ることが大事であるという点である。その指示を前提に,教 員か らは,読 む

前の注意 として,① 目次,表 示,あ とがき,表 紙カバー裏の導入文,著 者プ

ロフィールなどを読み,内 容についてのアタリや予測,概 略の目処をつける

こと。② 本のタイ トル,章 タイ トル,見 出しを重視 して内容を想像するこ

と,③ 図や表は掲載に経費がかかるため,重 要な内容を示す時に使われ る

か ら,よ く見ることなどを与えている。読んでいる最中については,① 重

要でないと判断,予 測 したら飛ばして読んでも,こ の早読み演習では構わな

い,② 心の中で音読 していると遅 くなるため,目 で読みなさい,③ 著者の

伝えたい内容を予測 し,考 えなが ら読みなさい,そ の際に,あ くまで早読み

の習得が目的であるか らその予測の正誤にとらわれすぎないにしなさい,と

いった注意を与えている。この時,あ くまでもこの早読み演習での読み方で,

すぺての読書に一般化するものではないという注意 も与えている。それは,

精読が必要な場合や,文 を味わうような読書,音 読などとは早読みが異なる

とことを意識 してもらいたいという考えから行った。

報告書の作成に関 しては,次 の ような指示を してきた。 まず第1に レイ

アウ トに注意をすることを指示 した。報告すぺき内容をどのようにA4の レ

ポート用紙に並ぺ,内 容の固まり毎に,空 間的にまとまりを作るかを意識 し

なさいと指示 し,タ イ トル,報 告者名,導 入のまとめ,章 ごとのまとめ,感

想の書 き方の例を示した。第2に,'報 告先の相手にとって分かる文章,レ イ

アウ トになっているかを考えなさいと指示 した。第3に 読んだ本の文章の抜

き書 きではなく,自 分の言葉に直 して書きなさいと指示 した。その際に,あ
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る内容の文章が重要だ と判断 して写すことと,そ れを自分の文章にすること

は違う,判 断は自動的に行われることが多いが,自 分の文章にするには意識

的かつ意図的に考えなければならないという指示をすることが多い。第4に,

報告書の最後に感想を書かせる。その際に,単 なる感情の発露(面 白かった,

興味深かった,つ まらない)で はなく,ど うしてそのように感じたのか とい

う分析や,こ れまでの自分の経験や今後経験するか もしれない事柄に新書の

内容を関係 させてすなわちエピソー ドに絡めて感想を書 きなさいという指示

もしてきた。 これは多 くの就職活動をサポー トする書籍に,自 己紹介,自 己

分析においてエピソー ドに絡めない自己紹介や自己分析は説得力がないとい

う指摘があり,そ のための訓練 として行わせた。

報告書を作 りなが ら,早 読みをすると,読 書の速度が遅 くなるため,ま ず

は簡単なメモをとってから,残 り10分 程度の段階において,報 告書を作成

しなさいという指示 も与えてきた。ただし,学 生は必ず しもこの指示 どおり

には報告書を作成 していない。

指定 した時間の5分 前に,残 り時間が5分 であることを告げる。 また終了

時に終了の合図をする。

またこの30分 の時間において,学 生が普段見せない程度の水準で集中 し

ている姿をみる。大講義において私語をする姿,少 人数であってもどことな

く上の空で講義を聞いている姿を目にすることが多い。そのような姿に比べ

て,早 読み演習の際に読書に没頭する姿には感嘆する。

・第4段 階:報 告書の閲覧,口 頭報告

早読みが終わった後,作 成した報告書を右隣もしくは左隣に回 して学生同

士で互いに閲覧させ る。授業開始から3,4回 の早読み演習において,こ の

ときに報告書の良否についてのコメントを教員から行う。読みやすいレイア

ウ トや優れた報告内容を持つ報告書を指摘 してやることにより,学 生の報告

書のレイアウ トや報告内容が自然 とある水準に揃って くる。ただし,授 業後
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の感想を読むと,報 告書の何が良 くて何が悪いのか分か りにくかった という

感想 もあった。学生によっては,個 別に指摘 しない と自分自身の気づきとな

りにくいタイプもいると思われる。

口頭発表において,新 書のタイトル,内 容のまとめ,感 想を1分 程度で発表

するようにと指示した。早読み とは直接には関係ないけれども,① 自分の

声を聴衆に被せ るようにイメージし,前 を向いて,腹 から声を出す,② 発

表の最後に 「以上で発表を終わ ります」というようにという指示をした。 こ

れは,ぼ そぼそと喋って声のとお りが悪い学生が多いこと,終 わったのか終

わらないのか分からない発言,発 表が多いことから指示 した。

●第5段 階:新 書の返却

口頭発表の終わ り,も しくは授業時間の最後に,新 書を回収 し,書 名を読

み上げながら,元 の借 り主に新書を返却する。このときに,各 学生は,自 分

が読んだ本を誰が借 りてきたのかが気になるそぶりを見せ ることが多々あっ

た。そして,様 々な書名を聞 く際に,今 度借りてみようとつぶやいた り,そ

んな本があるのかと関心を寄せているそぶりを見せたりしていた。

●第6段 階:新 書の返却 と借 り出し

毎回,新 しい新書を借 りだして持ってくるように指示 しているため,大 半

の学生は,1週 間に1度 は図書館へ行 くことになる。その際に,1冊 ではなく,

2冊,3冊 の新書を借 りている学生 も少数ではあるがいるようである。ただ

し,少 数の学生が他の授業の教科書や指定図書になっている特定の新書を何

度も持ち込む場合がある。事情を尋ねると,図 書館に行 くのを忘れた場合や,

借 りたけれども自宅に置いてきてしまった場合もある。 しか し,特 定の本が

何度も使われるのは,図 書館に行かなくても手持ちの本でよいという判断を

生み出し,図 書館に慣れる,読 書の幅を拡げるという効果を低 くする可能性

があるため,授 業で使っているこの本 とこの本以外のものを借 りてくるよう

にと指示 した方がよいと考えている。
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・早読み演習全体をつうじて

このような早読み演習を半期12回 程度,行 うと学生の早読みの速度は明

らかに上昇する。初回は10ペ ージ程度読めたら,早 いほ うである。最後に

は,大 半の学生が50ペ ージ以上,早 い学生だ と100ペ ージ前後 を読み,報

告書をまとめている。報告書の内容も,新 書の内容を過不足な く報告してあ

り,要 点はとらえている。

3早 読みに関す る調査の結果

前項において紹介した早読み演習が学生の教養の幅を拡げたり,読 書や報

告の技能を高めているという実感を,実 施者として強 く感 じる。また学生か

らの感想等においても,身 になったという声を聞 く。そこでその実験が どの

程度のものなのか,質 問紙調査を行った。その結果をここに報告する。

3-1目 的

早読み演習を受けたことが読書に関する意識に与えた影響を,早 読み演習

の参加者が どのように感 じているかを明 らかにする。

3-2方 法

被調査者:愛 知大学短期大学部1年 生23人 であった。全員が女性である。

質問項 目:以 下の表の通 りである(質 問紙については,論 文末の資料を参照)。

大 きく分けると,① 被調査者のプロフィールに関する質問群,② 読書行

動,読 書意識,報 告書に関する質問群,③ 早読みに関する質問群,④ 報

告書の作成に関する質問群であった(表2参 照)。

用紙:B4サ イズの用紙1枚 にすぺての質問 と回答欄 を印刷 した(補 助資料を

参照)。

方法:集 団調査であった。基礎演習の授業中に調査用紙を配布 し,10分 程度

の時間内に回答 してもらい,回 収 した。
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表2質 問項目の内容

被 調査 者のプ ロフ ィール
読 書 行動,読 書 意識,

報告書(7件 法)
早読み(7件 法) 報告書(7件 法)

・性 別(男 ・女) ・読 書が好 き ・本 を 読 む こ とが ・報 告書 を書 く自

・年齢(才) ・暇があれば本を読み ま 早 くな った 信がついた

・この1ヶ 月 に何冊の 本 す ・本 を 読 む こ と が ・文 章 の ま と め に

や雑誌を買いましたか ・国語は好 きな科 目です 好きになった 自信がっいた

(冊) ・本 は読 み ませ ん ・図書館に馴染んだ ・前 よ り も レ ポ ー

・この1ヶ 月 に どの程 度 本を読むことは面倒で ・授業 以外に も新 トの執 筆が上 手

の金額の本を買いまし す 書を読んだ になった

たか ・本を読むのは遅いです ・この 訓 練 を う け ・読 む 人 の こ とを

約(円) ・読書は苦手です て良かった 意識 す るように

・あな たの部屋 には どの ・レポー トは得意 です ・い ろい ろな本 を知 な った

程度の冊数の本があり

ますか

(冊)

・好 きな作家の名前を書

いて ください。

・高校3年 生の1年 間に

新書の本を読んだこと

・作文は嫌いです

・日記(含 むプログ)を

書いている
・人付き合いは得意です

・特定の作家の本をよく

読む

ることができた
・世界 が広 が った

気がする

・今後 も新書 を読

む気がする

・変 わ らな い 気 が

す る

があ りましたか
・好 きな作家がいます

(は い,い いえ) ・年 上 と話 す こ とが苦 手

です

3-3結 果

結果は,表3か ら表6の とおりである。表3の 被調査者プロフィールから,

被調査者は短大1年 生であることが分かる。また,高 校3年 生の時に新書を

読んだ経験がある者は半分以下の人数である。個別の回答を見 ると,自 室に

本がない者が6人 いることも分かった。

次に,表4の 読書経験,読 書意識 報告書に関する意識項目を見ると,本

を読むのが遅い,読 書が苦手,作 文は苦手という項目への評価得点が高いこ

とが目にっ く。日記(含 むブロフ)を 書いていることに関する評価得点が高

い。このことから,日 常的に文章を書 く習慣があるけれ ども,作 文には苦手

意識を持っているらしいことが推察 される。

表5の 早読みに関する結果をみると,「本をよむことが早 くなった」,「図
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書館に馴染んだ」,「この訓練を受けて良かった」,「いろいろな本を知ること

ができた」 といった質問項目の平均評定値が高かった。ただし,「授業以外

に新書を読んだ」の評定値はその他の評定値に比較しても極端に低い。

表6の 報告書に関する結果を見ると,「前よりレポー トの執筆が上手になっ

た」の平均評定値が若干高めである。「変わらない気がする」の得点が低 く,

多 くの学生が報告書作成に関して,自 らの技能や意識の変化を感 じていると

推測される。

授業に関する感想を最後に書いて もらった ところ,① 最初は面倒だ し,

嫌だ という気持ちだったけれども,最 後には慣れたという感想,② 報告書

の良否について,個 別の指導がないため(他 の学生のレポー トを見て,全 体

的な注意 しかない)何 がよくて何が悪いのかわかりに くかったという感想な

どが目にっいた。また過去に同様の早読み演習を行った際に,③ 短い時間

だが集中して取 り組むのが心地よかったという感想をもらったこともある。

表3被 調査者の プロフィールに関する結果(N=23)

性別 年齢
1ヶ 月購入

冊数

1ヶ 月購入

金額

自室所有

冊数

高3時 に新書の

読書経験あ り
'平 均

SD

女性 18.4歳

0.5

1.8冊

1.5

648円

646.9

18冊

15.4

9人

表4読 書行動,読 書意 識,報 告書に関する平均評定値(N=23)
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表5早 読みに関す る平均評定値(N=23)

く本 き本 図 を 授 良 こ る い が 世 気 今
な を に を 書 読 業 か の こ ろ す 界 が 後
つ読 な読 館 ん 以 つ訓 と い る が す も
た む つ む に だ 外 た練 が ろ 広 る 新

こ た こ 馴 に を で な が 書
と と 染 も う き 本 つ を
が が ん 新 け た を た 読
早 好 だ 書 て 知 気 む

平均 4.7 3.8 5.1 1.8 5.1 5.4 4.3 3.3

SD 1.3 1.5 1.7 1.6 1.5 1.'L 1.2 1.6

表6報 告書に関する結 果(N=23)

4今 後の検討点

早読み演習の問題点 として,ア ンケー トか ら① 授業開始時に,読 書 と聞

いて嫌悪感を抱 く学生がいる,② 読書が好きになった という効果は低い と

いう点がある。 さらに,早 読み自体ではないが③報告書の良否に関する具

体的な指導を求める気持ちが学生側にある。これらの点についての指導や意

識改善をどのように行 うかは検討すぺき点であろう。

指摘された①の嫌悪感に関 しては,な ぜ新書の早読みが大事か ということ

の説明,早 読みの教育効果等について話すこと,② の読書にっいては時々,

新書以外の軽い内容の本を混ぜることが効果を生む可能性があるだろう。③

の報告書の良否に関する指導は,報 告書への コメン トを行 う,オ ーバー ・

ヘッド・プロジェクターにてスクリーン上に報告書を写 しだ して,具 体的な

良否の箇所の指摘を行 うなどの工夫が考えられる。実際に,10人 程度の少

人数であった場合には,教 卓となっている机の周 りに学生を集めて,個 別の
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新書の早読みが読書意識へ与える影響

レポー トの簡単な添削を行ってきた。人数や教室のサイズ,早 読みに当てる

ことのできる時間に制限がある場合は,工 夫が必要だろう。

また,早 読み演習が始 まって数回のうちは,学 生のやらされている感を強

く感 じることがある。早読み演習の効果が より目に見える形にして,例 えば

ページ数や報告書を毎回綴 じて,進 歩の状況が明確に見えるようにしてやる

ならば,学 生の態度 も違ってくると予測 される。

5総 括 と感想

これまでの早読み演習の経験か らの 「早読み演習は学生の能力や知的な態

度に大きな変化や伸びを与える」 という印象をあるていど裏付ける調査結果

であった。ただ し,今 後の検討点 もある。

最後に,本 論文における問題を指摘する。第1に 早読み演習の元 となった

雑誌に載ったコラムを見つけられなかったことである。今後 とも調査し,明

らかになったならば,機 会をみつけて,明 確にしたい。第2に 授業で用いた

各新書の著者や発行者の立場か らすると,本 文を味わうことなく,読 み飛ば

すことを許 し難い と思われる場合もあるだろう。学生には,読 み飛ばした部

分があること,著 者や発行者への配慮 と謝意について,伝 えていきます。
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6補 助資料

アンケー ト用紙 2009'06/18

新書の早読みに関する調査

短期大学部の岡田圭二です.新 書の早読みに関する調査にご協力願 えませんか.回 答は個人が特

定されない形で集計 し,集 計のあ とシュレッダーで廃棄します.回 答は研究にのみ利用 します。
'以 下の回答において

,選 択肢には0を つけ,記 入欄には文字,数 字等を記入してください.

1、 あな た につい て教 え て くだ さい.

i-1.

i-z.

1.3.

1.4.

1-5.

1-6.

1.7.

1・8.

性別(男 ・女)

年齢(才)

この1ヶ 月に何冊の本や雑誌を買いま したか 約(

この1ヶ 月にどの程度の金額の本を買い ましたか 約(

あなたの部屋には どの程度の冊数の本がありますか 約(

好きな作家の名前を書いてください。

()、()、()、(

高校3年 生の1年 間に新書の本を読んだことがあ りましたか

)冊

)円

)冊

).()

(は い 、い い え)

あなたの読書に関する意識や考えについて聞かせてください。次の文章にあなたの考

えや意織はどの程度 一致 しますか,そ の一致の程度 を7段 階で評価し,適 切な数字に0

をつけてください.な お1に 近づくほど一致す る程度が弱 く,7に 近づくほ ど一致す る

程度が強いとします.

読書が好き

暇があれば本を読み ます

国語は好きな科 目です

本は読みません

本を読むことは面倒です

本を読むのは遅いです

読書は苦手です

レポー トは得意です

作文は嫌いです

日記 倫むプロめ を書いている

人付き合いは得意です

特定の作家の本をよく読む

好きな作家がいます

年上と話すことが苦手です

(弱)

(弱)

(弱)

(弱)

(弱)

(弱)

(弱)

(弱)

(弱)

(弱)

(弱)

(弱)

(弱)

(弱)

　

ラ

ラ

　

　

　

ラ

　

ラ

　

ラ

　

　

ラ

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

v

v

v

v

v

v

v

v

v

v

v

v

v

　..　

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

I

I

I

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

一

一

一

一

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

ro

　

　

　

I

I

I

i

l

l

l

l

l

l

l

一

一

一

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

I

I

I

I

i

l

l

l

l

l

l

l

l

l

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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新書の早読みが読書意識へ与える影響

2.早 読み、報告書作成の訓練について

この3ヶ 月間、早読み、報告書作成を したことにより、あなたが自分 自身についてどのよう

な変化があったと感 じているかを教えてください。

2-1.早 読み 、読 書 につ い て

次 の 早読 みや 読書 の 訓練 に関 す る文 章に あな た の考 えは どの程度 一 致 します か.そ の一 致 の程

度 を7段 階 で評 価 し,適 切 な数 字 に○ をつ け て くだ さい.

本 を読 む こ とが 早 くな った(弱)1-2-3-4-5-6-7(強)

本 を読 む こ と が好 き に な っ(弱)1-2-3-4-5-6-7(強)

た

図 書館 に馴 染 んだ(弱)1-2-3-4-5-6-7(強)

授 業以 外 に も新 書 を読 んだ(弱)1-2-3-4-5-6-7(強)

この訓 練 を うけて 良か った(弱)1-2-3-4-5-m7(強)

い ろ い ろ な 本 を知 る こ と が(弱)1-2-3-4-5-6-7(強)

で きた

世界 が 広が った 気が す る

今後 も新 書 を読 む気 がす る

2-2.報 告 書作成 につ いて

次 の報 告書 作成 の 訓練 に関 す る文 章 にあ なた の 考え は どの程 度 一致 します か.そ の一 致 の程 度

を7段 階 で評価 し,適 切な 数字 に0を つ けて く だ さい.

報 告 書 を書 く 自信 が つい た(弱)1-2-3-4-5-6-7(強)

文 章 の ま と め に 自 信 が つ い(弱)1-2-3-4-5-6-7(強)

た

前 よ りも レポ ー トの 執 筆 が(弱)1-2-3-4-5-m7(強)

上手 にな っ た

読 む 人の こ とを 意識 す る よ(弱)1-2-3-4-5-6-7(強)

うにな っ た

変 わ らな い気 がす る(弱)1-2-3-4-5-6-7(強)

3.訓 練への感想

早銃みの訓練への感想や意見を自由に書いてください。

z
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